○人間界、寺院

境内を歩くルフ。

　ル　フ「今のところ、順調に進んでるよ」

独り言。

　ル　フ「僕が、サイレント魔女に情を？　まさか」

飛び立つ鳩。羽が舞う。

一枚の羽を指先でつかみ、胸の前に掲げる。

　ル　フ「噂話に感情なんてない。僕はただ、与えられた仕事をこなすだけだよ」

○マジカルソビエト、森の中

宙に浮いている風水盤。その前に立っているマオ。

木に寄りかかって見ているキム。

かっと目を見開くマオ。

　マ　オ「見つけたアル！」

指を突き出す。

と、マオの正面の空間に、縦に亀裂が走る。

同時に浮かび上がる天安門。

　マ　オ「キム！」

　キ　ム「やっとあたしの出番ね」

すっくと立ち、杖を振るう。虚空から現れるミサイル。

　キ　ム「ノドン！」

ミサイル、亀裂に突き刺さり爆発。天安門の内部に、人が一人通れるくらいの裂け目ができる。

　マ　オ「相変わらず、精度が悪いアル」

　キ　ム「……協力してあげてるのに、それはないんじゃないかしら」

　マ　オ「冗談ヨ」

裂け目に飛び込むマオ。一度振り返り。

　マ　オ「後のこと、頼んだアル」

　キ　ム「はいはい、とっとと行きなさい」

くすっと笑い、走っていくマオ。天安門が閉じる。

　キ　ム「後のこと、ねえ」

歪んだ空を見上げるキム。

　キ　ム「スターリンが滅びるのは結構だけど――枢軸に好き勝手されるのは面白くないわね」

振り上げる箒。

○マジカルドイチェ

リティを見て立っているプレハーノフ。

倒れて動かないノイジー。

　邦　道「この、やろうっ！」

プレハーノフに殴りかかる邦道。避けられる。

　邦　道「舞に、何しやがる！」

もう一度殴ろうとするが、受け止められる。

　邦　道「っ！」

AK47を構えるリティ。

　プレハーノフ「おっと」

邦道の腕を捻り上げ、盾にするプレハーノフ。

　プレハーノフ「物騒なものはしまってくれ。お前と違って、私の力はここでは制限されるんだ」

　邦　道「てめぇ……くぁっ」

邦道を更に強く捻るプレハーノフ。

　プレハーノフ「ふん。さぁリティ、私に協力してもらおうか。お前がいれば、スターリンもヒトラーも敵ではない」

困惑するリティ。

　プレハーノフ「……その様子では、まだ何も聞いてはいないようだな。ならば、教えてやろう」

楽しげなプレハーノフ。

　プレハーノフ「魔女とは本来、人の思想より生まれ出でるものだ。ソシアリズム、コミュニズム、ナチズム、ファシズム。それら思想が魔女の力の源であり、存在を支える機軸でもある。――だが、お前は違う。スターリンによって造り出された、ゼロから思想エネルギーを生み出すための装置。それがお前だ、サイレント魔女」

衝撃を受けるリティ。

　プレハーノフ「声無き多数派、サイレント・マジョリティの代弁者か。お笑いだな。そんなマジョリティなど、本当はどこにもいないのだよ。お前は捏造された、存在しないマジョリティから思想エネルギーを得ることができる。異端の魔女なのだよ」

怯えるように、一歩身を引くリティ。

　プレハーノフ「その証拠に、お前はこの地で本来の力を発揮して戦える。左翼思想の届かない、このマジカル枢軸でだ！」

十話で石田に変身しているシーン。

震えて、首を振るリティ。

　プレハーノフ「何も怯えることはない。魔女と呼ぶのは憚れるが、道具として見ればこれ以上有用な存在はない。事実上、扱える思想エネルギーの量に限界はないのだからな。さぁ、私に協力してもらおうか！」

　邦　道「ふざけたこと言うな！」

プレハーノフに掴まれたまま、突っかかる邦道。

　邦　道「捏造されたマジョリティ！？　要するにただの妄想だろ！　そんなものが、どうやってエネルギーなんて生むんだよ！」

　プレハーノフ「……確かに、リティ単独ではただの妄想に過ぎない。だからお前が必要なのだ、リティの声を聞く青年よ」

　邦　道「何？」

　プレハーノフ「人間である貴様がサイレント・マジョリティの存在を信じることで、妄想は実体に等しい意味を持つことができる」

　邦　道「そんな馬鹿な……っ！」

プレハーノフが、力をこめる。

　プレハーノフ「少し、黙っていてもらおうか」

邦道の腕が折れる。

　邦　道「くああぁっ！」

腕を押さえて、地面を転がる邦道。

駆け寄ろうとするリティ。

　プレハーノフ「動くんじゃない！」

邦道の背中を踏みつける。

足を止め、驚愕するリティ。

　プレハーノフ「さぁ、私のものとなれ」

プレハーノフ、右手の指先から肘にかけて細かい亀裂が入る。

　プレハーノフ「お前さえいれば、私は最強になれる！」

リティに向けて伸ばした右腕、指先からぼろぼろと砂になって散っていく。

○天秤の間

　ヒトラー「サイレント魔女が生み出す、無限の魔力」

銃に弾を込めるヒトラー。

顔を上げる。

　ヒトラー「その無限の魔力を用いて、人間界に天上界への扉を開く。それが目的なのだろう」

魔方陣の盾を組み上げているスターリン。にやりと笑う。

ヒトラーの攻撃。魔方陣に着弾し、爆発。

杖を回転させ、煙を払うスターリン。

　スターリン「よく調べたものだ」

杖を地面に打ちつける。

　スターリン「そう。天上界の――冥曲イマジンの力を持ってすれば、世界を左に染めることなど造作もない。いや」

空中に浮かぶ幾つもの光球。

　スターリン「右も左もない。世界から国家という枠が消滅するのだからな。天秤は意味を失い、世界は永遠に我らのものだ」

光球が、ヒトラーを囲むように展開する。

　スターリン「だから、私はフルシチョフを切り捨てることが出来なかった。忌々しい事だがな、奴の研究は必要だった。天上界へと至る鍵が」

　ヒトラー「……ボストーク」

爆炎が、ヒトラーを包む。

○宮殿前

　コイズミ「分かっているのでしょう？」

荒い息をつくヴォローに、にこやかに語りかけるコイズミ。

　コイズミ「イマジンは、ノイジーの魔法にとってもよく似ていますの。いうなれば、洗脳のようなものですわ」

懐から扇子を出し、開く。

　コイズミ「人の思想から生まれた私達が、その思想を侵すなんて。許されることではありませんわ」

　ヴォローシロフ「貴様が、言うかっ」

　コイズミ「まぁ、私、何か間違ったことを言いました？」

　ヴォローシロフ「…………」

　コイズミ「ヴォローシロフさんも、本当は納得していないのでしょう？　私、こんな非道な行いは止めたいんですの。――ボストークがどこにあるか、教えていただけませんか？」

ヴォロー、ゆっくりと杖を構える。

　ヴォローシロフ「……それでも僕は、リン姉さんのためにある」

コイズミ、盛大にため息。

手の中で、扇子が刀に変わる。

　コイズミ「私が勝ったら、教えていただきますわ」

○マジカルドイチェ

自らの右肘から肩を見下ろすプレハーノフ。砂に変わり、消えていく。

　プレハーノフ「魔界の者が、人間を傷つけた代償か……」

歪む顔。

　プレハーノフ「この程度、得られる力の前では大した問題ではない！」

邦道の肩を踏みつける。

　邦　道「がぁっ！」

　リティ「！」

プレハーノフ、首から顔の右半分に亀裂。

涙目のリティ。

　プレハーノフ「さぁ、まずは武器を捨ててもらおうか」

躊躇い、惑うリティ。

　邦　道「リティ……」

にやりと笑うプレハーノフ。

　プレハーノフ「それともまた、人質ごと撃ち抜くか？　今度はあの汚れたスケッチブックとは違うぞ」

　邦　道「リティ！　逃げろ！　俺のことは構うな！」

　プレハーノフ「黙っていろ」

ぐりぐりと踏みにじるプレハーノフ。悲鳴を上げる邦道。

リティ、声にならない悲鳴。

　プレハーノフ「お前に、この人間を見捨てることは出来まい？　多数よりも一人を選ぶ、偽りのマジョリティであるお前には」

俯いて震えるリティ。

　邦　道「リティ……逃げ……ぐあっ」

AK47を胸に抱いて、涙。

　リティ「私は……」

リティの声。本物の、リティの声。

驚く邦道。

　リティ「みんなのために、戦って……」

リティを見つめるプレハーノフと邦道。

　リティ「でも……！」

叫び。

初めて邦道と会った時。リティは、邦道を巻き込んで転倒した。

試着室から出てきたリティに、邦道が可愛いと言う。照れあう二人。

大海を眺めるリティ。横に並ぶ邦道に、リティが気付く。

アベに嫉妬かと指摘され、答えに詰まるリティ。

墓の前で、決意を固めて拳を重ねる二人。

千切れたスケッチブックを繋げて、何とか浮かび上がるありがとうの文字。

それを見て、涙するリティ。

AK47を投げ捨てる。

　リティ「ごめんなさい……私……」

へたり込んで、顔を覆う。

　リティ「嫌、です……」

止め処なく溢れる涙。

　リティ「赤井さんが、いない方が……嫌、です！」

　邦　道「リティ……」

　プレハーノフ「ふん」

リティのほうに歩き出す。

　プレハーノフ「それでいい。マジョリティなど関係ない、協力者との絆だけが、サイレント魔女の力の源なのだからな」

AK47を蹴り飛ばし、リティに手を差し出す。

顔を上げるリティ。

その時何かが飛んでくる。

頭に当たりそうになったそれを、弾くプレハーノフ。

弾かれた斧を、キャッチする手。

　プレハーノフ「目覚めたか、雄弁の魔女」

ノイジーに視線を向ける。ふらふらだが、立ち上がっていた。

　ノイジー「カメン、スキー……」

　プレハーノフ「――私の名はプレハーノフだ」

　ノイジー「よく分からないけど……リティから離れてよね！」

　プレハーノフ「そこでおとなしく見ていろ」

　ノイジー「やだな、やだよ。リティとは、友達になったんだから！」

斧を構えるノイジー。

　邦　道「舞！」

ノイジーに向き直るプレハーノフ。

　プレハーノフ「リシタの技術を応用して造られた、もう一人のサイレント魔女。何かに使えるかと思ったが……邪魔をするなら消すだけだ」

ノイジーに銃を向ける。

叫ぶ邦道。

　邦　道「やめろっ！」

荒い息をついて、立っているのが精一杯のノイジー。

　邦　道「やめろぉっ！」

プレハーノフの引き金が――

引かれずに、プレハーノフが膝をつく。

　プレハーノフ「こんな……馬鹿なことがっ！」

プレハーノフ、体がどんどん凍っていく。

　ル　フ「信じられないような話でも――」

そこにいたのはルフ。

　ル　フ「噂は真実を形作る。事実を越えてね」

　プレハーノフ「馬鹿なぁっ！」

全身凍りつくプレハーノフ。

唖然としている邦道。

　邦　道「お前は……？」

微笑むルフ。

　ル　フ「こんにちは、赤井さん」

○潜水艦内

　ヒムラー「戦況は」

　男　１「依然我が軍が優位に戦闘を進めております。――ですがまだ、総統閣下を除き宮殿内部への侵攻は……」

　ヒムラー「そうですか」

　男　２「オールド・グローリーから入電！　現在、北の将軍より攻撃を受けているとのことです！」

ヒムラーの顔が厳しく。

○魔界の空

銃撃をかわしながら、大型機の周りを箒で飛ぶキム。

　キ　ム「はぁ。どうしてあたしがこんな前線に」

更に銃撃をかわし、大型機の屋根に下りる。

強い風に髪と服がはためく。

　キ　ム「さっさと終わらせましょう」

杖をかざすと、虚空から数発のミサイルが。

合図に合わせて、機体を襲うミサイル。

その全てが銃撃で撃墜される。

　アソー「蚊トンボみたいに飛び回って」

撃墜したのは、アソー。

　アソー「程度が知れるわ。雑魚」

　キ　ム「…………」

　アソー「くその役にも立たないんだから、引っ込んでればいいものを。ゴキブリみたいにしゃしゃり出て。死ねばいいのに」

　キ　ム「……っ！」

キムの顔が、凶悪に歪む。

　キ　ム「ウリを馬鹿にすると許さないニダ！　もう怒ったニダ！　ウリの新技、喰らうニダ！」

杖を大きく振りかぶる。空が歪む。

息を呑むアソー。

　キ　ム「テポドン！」

虚空から現れたのは、巨大な弾頭。

目を白黒させるアソー。

空に浮かぶ、全長数百メートルの巨大ミサイル。

　アソー「ば……馬鹿でしょあんた！　でっかければ強いだろうとか、猿並みの発想よそれは！」

　キ　ム「あーはっは！　恐怖するがいいニダ！　ウリのテポドンからは誰も逃げられないニダ！」

　アソー「誰もって、あんたはどうやって逃げるわけ？」

　キ　ム「は……？」

沈黙。その間もミサイルは迫ってくる。

アソーにつかみかかるキム。

　キ　ム「た、助けるニダ！　支援を要請するニダ！　助けないとひどいニダ！」

　アソー「ゴミ虫……」

迫るミサイル。

　アソー「ちょ、ちょっと！　冗談じゃ――」

大爆発。

○潜水艦内

通信士、振り返り。

　男　２「オールド・グローリー、墜ちました！」

○マジカルソビエト

マジカルソビエトを覆う六亡星の結界、消えていく。

　男　１『ダビデの星、効力を保てません！』

消える様子を見上げるソビエト兵たち。

　男　１『結界、消滅します！』

○潜水艦内

　ヒムラー「まぁ、よくもった方でしょう」

ヒムラーの顔、陰になって見えない。

　ヒムラー「全部隊、烙印を解除。あとは各自の判断で展開してください」

ここにはいないヒトラーへ、伝えるように。

　ヒムラー「さぁ、道を開いてください。呪わしき天国への道を」

○マジカルドイチェ

リティをお姫様抱っこするルフ。

へたり込むノイジー。

　邦　道「助けて、くれるのか……？」

腕を押さえ、立ち上がる邦道。

邦道に向かって立つルフ。

　邦　道「ありがとう。でも、あんたは一体？」

　ル　フ「――ずっと、この日を待ってたんだよ」

風が渦巻く。

　ル　フ「この子が、言葉を知る時を」

風が、邦道を吹き飛ばす。

　ノイジー「邦道君……！」

　ル　フ「これでようやく、リティは完成した」

ルフが、意識のないリティに頬を寄せる。

　ル　フ「ありがとう赤井さん、この子を大切に思ってくれて。お陰で彼女は、夢を叶えることができる」

　ノイジー「……っ！」

吹き荒れる風雪。

○異空間

通路を走るマオ。

天秤の間に似た、大きな部屋。

人一人が入れる円筒形の水槽を中心とした、巨大な機械。

その前に立っているフルシチョフ。

部屋に飛び込んでくるマオ。

その巨大な装置に驚きを見せる。

振り返るフルシチョフ。

　フルシチョフ「――ついに完成したのですよ。スプートニクのデータをもとに、ついに、天上界へと至るための鍵が」

マオ、笑う。

　マ　オ「リンは馬鹿ヨ。お前のこと、飼い慣らせる思てるアル」

黙すフルシチョフ。

　マ　オ「無理ネ。狂犬病の犬は、処分するしかないヨ」

　フルシチョフ「ふ――」

笑い。

　フルシチョフ「ふはははは……っ」

ぎらつく目付き。

　フルシチョフ「アレは、所詮幼女なのですよ。あらゆる国境を無くすなど、ただの夢物語です。いえ――」

ボストーク、水槽の中で泡が立つ。

　フルシチョフ「イマジンの力を借りれば、或いは可能かもしれません。ですが、その先はない。資本主義という支えを失った人類は、滅亡へと突き進むしかないのですよ」

　マ　オ「社会主義を放棄する気アルか？」

　フルシチョフ「私が？　馬鹿なことを。放棄したのは人類の方です」

手を広げるフルシチョフ。

　フルシチョフ「だから、このボストークを使うのですよ。冥曲などではなく、天上界そのものを人間界へと召喚するのです。そして、世界を上書きする。愚かな人類は滅び、天上界の神と天使がこの世の支配者となるのです」

　マ　オ「何を言うアル！　そんなことをしたら――」

　フルシチョフ「私たちは消えるでしょうな。思想から生まれた私たちは、人類がいなくなれば存在できません。――だが、彼らは違う！　人の『信仰』から生まれた天使たちは、人類がいなくても存在できる！　人がそう願ったから！」

狂った顔のフルシチョフ。

　フルシチョフ「彼らだけが、真の社会主義を体現できる！　寿命も無く、飢えも無く、滅びを知らぬ彼らだけが！　そのためには、世界を塗り替える必要がある！」

　マ　オ「修正主義者が！」

　フルシチョフ「なんとでも呼べばいいでしょう。どの道あなたに私をとめることなどできないのですよ！」

　マ　オ「なめるんじゃないアル！」

矛を取り出して、攻めかかるマオ。

　フルシチョフ「ふん」

フルシチョフが手を挙げると、半透明な鉄色の壁が二人の間を遮る。

壁、いくら攻撃してもびくともしない。

　フルシチョフ「無駄ですよ。鉄のカーテンには、どんな力も通じません」

　マ　オ「っ！」

　コイズミ「それはどうでしょう」

突然現れたのは、コイズミ。

日本刀を鉄のカーテンに押し当て、切り裂こうとする。

が、刀身が折れる。

コイズミ、大きく引いて折れた刀身を見つめる。

　コイズミ「まぁ、本当ですわ」

　マ　オ「コイズミ！」

　フルシチョフ「……マジカル枢軸のあなたが、何故ここに？」

　コイズミ「あら、不思議なことなんてありませんわ」

刀を振ると、刀身が復活する。

　コイズミ「世界の左傾化を止めるのが、私の仕事ですもの」

横目でマオを見るコイズミ。

　コイズミ「マオさん。あなたと私の目的は、残念なことに同じのようですの」

　マ　オ「それが何アル。協力しろとでも言うアルか」

　コイズミ「まぁ、冗談ではありませんわ。あなたと協力するくらいなら、死んだ方がましですわ」

構えるコイズミ。

　コイズミ「私は私で、勝手に戦わせて頂きます。まずは邪魔な壁を何とかしましょうか」

構えるマオ。

　マ　オ「ならワタシも、勝手に戦わせてもらうアル。道が開いたら、せいぜい利用させてもらうネ」

並ぶ二人。にこやかに。

　コイズミ「……私、あなたのことが大嫌いですの！」

　マ　オ「寄寓ネ。ワタシもヨ！」

まずはコイズミが突っ込む。

鉄のカーテンに刀を突き入れ、引き裂こうとする。が、動かない。

　フルシチョフ「愚かな、無駄なものは無駄なのですよ」

　コイズミ「やってみなければ分かりませんわ」

苦しそうな顔の中に微笑を滲ませて。

　コイズミ「はあああああっ！」

闘気が身体を覆う。腕の血管が破け、血が流れる。

　フルシチョフ「身を削ってまで、戦うというのですか！」

　コイズミ「痛みを伴わない改革に、意味はありませんわ！」

コイズミが刀を振りぬくと、鉄のカーテンに裂け目ができる。

そこから飛び込むマオ。フルシチョフに迫る。

　マ　オ「覚悟するアル！」

　フルシチョフ「くっ！」

フルシチョフの銃撃。しかし全て矛で弾き落とす。

マオ、左手でフルシチョフの頭をつかみ、ボストークに押し付ける。

　マ　オ「そのふざけた機械ごと、消えるアル！」

うめくフルシチョフ。

　マ　オ「――文・化・大・革・命！」

炸裂する光。

○天秤の間

　スターリン「！　ボストークの反応が消えただと！？」

天秤上に表示された画面を見て、スターリンが悔しがる。

　スターリン「枢軸か……或いはマオか。どちらにせよ、やってくれるわ」

振り返るスターリン。

　スターリン「ダビデの星は消え去り、もはや貴様らの敗走は時間の問題だろう。私の計画も、ボストークと共に潰えた。……馬鹿らしい、全ては振り出しへと戻りおった。だが」

壁に背を預け、倒れているヒトラー。

　スターリン「貴様だけは、片付けさせてもらおう」

銃を突きつけるスターリン。

　スターリン「憐れなものだ。愛や悲しみのための闘争ならば、まだ救いもあるのだろうがな」

ヒトラー、ぴくりと動く。

　スターリン「ナチズムの体現者である貴様だ。ラウバルを自らの国家と認識した以上、彼女を奪った天上界へ、反旗を翻さざるを得なかった。――それは魔女の性質であり、愛とは程遠いものだ」

ヒトラー、スターリンに銃を向ける。荒い息。体力の限界で震える手。

　スターリン「いや、それは私も同じなのかも知れんな。魔女という枠を越えられぬ、我ら全てが」

撃鉄を起こすヒトラー。

　スターリン「……さらばだ、宿敵よ」

銃声。

倒れるヒトラー。転がるワルサーP38。

　スターリン「ふん」

スターリン、ワルサーを拾う。

見下す目付きで。

　スターリン「ろくでなしが、くたばったか」

ヒトラー、薄っすらと目を開けて――

○夢

ドナウ川の河原に立つ、ヒトラーとラウバル。

　ラウバル「……いつまで、そこにいるの？」

ラウバル、ヒトラーの前に回りこみ。

　ラウバル「アダムは、生まれ変わって新しい人生を見つけたわ」

　ヒトラー「私は……魔女だ。人間のようにはいかない」

首を振るラウバル。

　ラウバル「あなたは、ただ不器用で優しいだけ」

　ヒトラー「私が……？」

ヒトラー、軽い困惑。

　ラウバル「本当は幸せになれたはずなのに」

　ヒトラー「それはありえない」

まっすぐラウバルを見るヒトラー。

　ヒトラー「この世界には、お前がいない」

水面が揺れ、世界が弾けた。

アトリエ。

あちこちのキャンバスに、天使の絵が描かれている。

モデルとして座っているラウバル。描いているヒトラー。

　ヒトラー「天使の姿なら幾度も描いた」

筆が走る。

綺麗な青い瞳で、瞬きするラウバル。

小さな唇に掛かる、細い金髪。

　ヒトラー「だが、一度もお前を越えられなかった」

顔の描かれていないラウバルの絵を、鉤十字で塗りつぶすヒトラー。

ヒトラーの背後に立つラウバル。顔が見えない。

　ラウバル「馬鹿ね」

翼を広げ、後ろからヒトラーを抱きしめるラウバル。

　ラウバル「……大好きよ、アディ」

目を閉じるヒトラー。

アトリエにはヒトラー一人。ヒトラーの正面にあるキャンバスを含め、全てにキャンバスに描かれた絵が廃墟に変わっている。

消えていく世界。

○天秤

スターリンの手にしたワルサーが、カタカタと震える。

ワルサーから伸びた黒い帯が、スターリンの右腕を縛り上げる。

　スターリン「何！？」

腕の制御が効かない。

　ヒトラー「忘れたか……」

息も絶え絶えにヒトラー。

　ヒトラー「その銃は、かつて私を殺した銃だ……」

　スターリン「自壊の、呪いかっ！」

右腕が勝手に動き、天秤に狙いを定める。

　ヒトラー「思想など、どうでもいい。美しいと……思った。それだけだ……」

　スターリン「ヒトラァァァッ！」

撃たれ、貫かれる天秤。

光の粒子となって消えていくヒトラー。

崩壊が始まる。

○ボストーク

ぼろぼろで倒れているフルシチョフ。

消えていく鉄のカーテン。

血だらけで膝を付き、呆然としているマオ。倒れる。

鋭い目付きのコイズミ。血だらけ。

ボストークの上に立つルフ。リティを抱いている。

　ル　フ「すまない。君たちの覚悟、無駄にしてしまったね」

凍りついたボストーク。

氷が弾けると、無傷で姿を現す。

砕けた氷の塵が舞う。

ルフの傍ら、気を失って倒れている邦道。

　ル　フ「――これの時間を凍らしたんだ。風が吹く間だけ、どんな小さな衝撃も届かない」

　コイズミ「……あなたは、一体何者ですの？」

微笑むルフ。

すると、空間が揺れる。

周囲に目を配るコイズミ。

ルフ。

　ル　フ「遂に、天秤が失われたんだ」

○マジカルソビエト

割れる大地。

台風。津波。ほか異常気象。

聞こえてくるイマジン。

ソビエト兵とドイツ兵が、戦いを中断する。

血だらけのヴォローシロフ、空を見上げる。

ぼろぼろで争っていたアソーとキムも、空を見上げる。

嵐の空。

空がひび割れる。

鏡が割れるように砕け、振ってくる空。

割れた空の向こうに、花園と城が見える。

○ボストーク

水槽に収納されるリティ。

ルフ、ボストークの上で。

　ル　フ「準備は終わり。あとは、これを起動するだけ」

　コイズミ「解せませんわ」

構えるコイズミ。

　コイズミ「あなたも魔女なのでしょう？　目的は何ですの」

　ル　フ「――僕の目的は、フルシチョフと同じだよ。彼に野望を吹き込んだのは僕だから」

眉根を寄せるコイズミ。

　ル　フ「スターリンに、サイレント魔女の噂を教えたのも僕。全ては――」

ルフ、光る。

ルフの背中から生える、純白の翼。

　ル　フ「天上界による、争いの無い世界を作るために」

ボストーク、動き出す。

○石平市、閑散とした住宅街。

　朝　日「はぁ……はぁ……」

走っている――朝日。

　朝　日「リティ！　邦道！」

きょろきょろして、見つからない。

　朝　日「もう、どこに行ったのよ……」

不安顔。

　朝　日「世界が消えるとか、わけ分かんないこと言われるし。二人とも急にいなくなっちゃうし！」

電柱を殴る朝日。

痛みにうずくまる。

　朝　日「あたしだって、役に立ちたいのに……え？」

ちょこんと。

正面の角から、サイレンが顔をのぞかせていた。

　　　　　　つづく

